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【目的1自 発運動時の脳磁界を計測すると,運 動直後 に運

動誘発脳磁界第一成分(MEFI)・ 第二成分(MEF2)・ 第

三成分が記録 される.MEF1に ついては幾つかの報告が

みられるものの,MEF2に ついての報告は少ないのが現

状であ り,MEF2の 意義を明 らかにす ることを目的 とし

て本研究 を実施 した.【 対象お よび方法】対象は健常成 人
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男性10名 であった.MRCFの 計測には306チ ャネル全頭

型脳磁界計測装置(Neuromag,エ レクタ)を 使用 した.

運動課題は示指伸展自発運動であ り,通 常の示指伸展運動

と関節可動範囲を小さく設定 した示指伸展運動の2種 類を

設定した.【 結果】MEF2は 通常の示指伸展運動 に比較 し

て関節可動範囲を小さくした運動課題において著名 に観察

され,電 流発生源を推定 した際の信頼性 も高かった.ま た,

MEF2ピ ー ク時における電流発生源はMEF1に 比較 して

やや下方であった.


